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１　自己評価及び外部評価結果

4372801037

社会福祉法人　嘉悠会

グループホーム康寿苑

法 人 名

事 業 所 番 号

事 業 所 名

熊本県上益城郡嘉島町上六嘉２２６８

・当ホームは手足の守り神として有名な「足手荒神さん」（甲斐神社）のすぐ隣に位置し、小学校や住宅地の中、
そして田園風景も広がる自然豊かな環境の中にあります。「小規模多機能事業所」との併設で顔見知りの利用者間
の交流や合同行事を行っています。また地域の縁側「どぎゃんね」も同敷地内にありダンス、コーラス、子育て
サークルの方々が日常的に利用され、地域の方含め、事業所内にも気軽に訪問されます。職員は、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動にも
積極的に出向き、地域の方とのコミュニケーションを大切にしています。暮れの餅つき会には毎年150名程の参加が
あり、小学校から椅子、テーブルをお借りしての恒例行事となっています。医療面では近くに協力病院があり、
日々の相談、緊急時の協力体制が整っており安心に繋がっています。訪問歯科利用をして気軽に相談をさせて頂い
ています。又、法人は自家農園を持っており、自家米、新鮮採れたて野菜を食卓に提供しており「おいしい」と好
評です。ご利用者と職員一緒に裏庭に野菜を植えたり、手入れをしたりして、収穫の喜びを味わって頂いていま
す。認知症になっても馴染の顔、馴染の環境の中で、安心して暮らしていただくように支援していきたいと職員一
同頑張っています。

事業所は、手足の守り神として有名な『足手荒神さん』の隣りに位置しており、大祭時には大
勢の参拝者があり、利用者との交流継続の窓口ともなっている。また事業所敷地内には、地域
の縁側（集会所）が設けられており、習字教室やフリーマーケット会場として地域の方に利用
されている。事業所の玄関前では、子ども達の遊ぶ姿が良く見られるそうです。またソフト面
では、何か事があった場合などは、その職員を“一人ぼっち”にしないで、他の職員も交えて
話し合い、悩みをシェアすることで、ストレスを一人で抱え込まないような取り組みを行って
いる。

評 価 機 関 名

平成　28年　1月　30日

所 在 地

平成28年　3月23日

平成28年　2月16日

自 己 評 価 作 成 日
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Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

5 4 ○市町村との連携

・2か月に1回奇数月第3
金曜を原則に開催し、
今年度1名交代があり、
家族会会長、副会長、
入居者にも参加して頂
いている。入居者状
況、活動内容、勉強会
内容報告、質の向上に
向けて積極的に意見を
言っていただいてい
る。

参加メンバーは、左記の他に地
域包括支援センター職員、社会
福祉協議会職員、老人会長、民
生委員などとなっている。管理
者からは、困った時には地域の
人にも助けを求めるようにして
いるとの話があり、実際に利用
者と外出中に近くの民生委員に
協力を求め、車を取りに走った
事もあったということでした。
このことは、事業所が日頃から
情報の公開に努め、地域との交
流に取り組んでいる証ではない
かと思います。

・運営推進会議に社
協、地域包括支援セン
ターの参加があり、入
居に関して相談・報告
をその都度行ってい
る。運営推進会議での
資料・議事録を提出し
て良好な関係を築くよ
うに努めている。

社会福祉協議会や地域包括支援
センターと良好な関係を築いて
おり、地区に地域包括支援セン
ターには元役場の出身者もおら
れるとの事で、相談や報告が必
要な場合は、その都度行ってい
る。また、会議の資料や議事録
は介護保険係に提出している。

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交
流している

項　　　　　　　目

理念の作成には職員も参加して
おり、職員ひとりひとりの思い
が込められたものとなってい
る。とりわけ第一項には「今、
この一瞬」を仲間と共に楽しく
生きようと謳われており、管理
者からは、この一瞬の意味を全
職員がしっかりかみしめ、ケア
の中で具現化できることを目指
しているということでした。

餅つき会、敬老会はこ
ちらからの呼びかけ
で、地域の方からもフ
リーマーケット、等へ
の開催も縁側利用があ
る。清掃活動、小学校
行事や、フッ素うがい
のボランティア参加な
どこちらから出向いて
行き、交流を図ってい
る。

事業所は、地域の一員として清
掃活動や奉仕活動にも参加して
いる。また同敷地内には、地域
交流施設（縁側）が併設されて
おり、そこでは児童の習字教室
やクラフト教室、最近ではフ
リーマーケットなども行われ、
地域との交流の窓口となってい
る。

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

　市町村担当者と日頃から連絡を
密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

自
己
評
価

自己評価

実施状況

　事業所は、実践を通じて積み上
げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活
かしている

全スタッフで考えた理
念を揚げ、毎月のミー
ティングで振り返りを
行い意識の統一をして
いる。毎朝の申し送り
時に「理念と行動指針
の唱和を行い、一日の
始まりに気持ちを新た
に引き締めている。

日頃の実践を活かし
て、認知症の知識、対
応、介護施設の種類・
選び方、等を老人会例
会に出向いて行ってい
る。

外
部
評
価

　地域密着型サービスの意義を踏
まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

外部評価

実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容



6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

7 ○虐待の防止の徹底

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

9 ○契約に関する説明と納得

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意

　見の反映

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

12 ○就業環境の整備

・管理者は職員とのコ
ミュニケーションを大
切にして事あるたびに
話しやすい雰囲気の中
でモチベーションアッ
プに繋げている。定期
的に面談を行うように
努めている。

管理者は、日頃から職員とのコ
ミュニケーションを大切に考え
ており、何かあった場合などは
職員を一人ぼっちにしないよう
他の職員も交えて話し合うよう
にしている。職員からの話で
も、いろいろ教えてもらい、話
しやすいという声が聞かれた。

・年2回自己評価をし
て、個人のレベルに
あった目標設定を自ら
行い、意欲を持って働
くことができるよう、
それを賞与に反映して
いる。

・職員と利用者家族と
は節度を持った信頼関
係が継続するように努
めている。家族会、家
族忘年会（家族会主
催）を行い言いやすい
雰囲気での、家族の思
いを聞き出すように努
めている。苦情までは
行かなくても、不満め
いた意見には申し送り
ノート等で情報を共有
している。ご意見箱を
玄関に設置しているが
中身は入っていない。

事業所では、敬老会に合わせて
の家族会や家族忘年会（家族会
主催）を行っており、家族との
コミュニケーションづくりに取
り組んでいる。また管理者も、
預けているから言いにくいだろ
うと分かっており、家族会や忘
年会、面会時等いろいろな機会
を通じて、意見や要望の言い易
い雰囲気づくりに取り組んでい
る。

家族からすれば思って
いても言いにくいと
か、遠慮がちになると
いうことは、往々にあ
ると思います。サービ
スの質の向上を目指す
上でも、今後とも意見
や要望、また苦情等の
言い易い環境づくりを
進めて欲しいと思いま
す。

・管理者、介護従事者
共に研修参加に努め、
ミーティングの場で共
有し、周知徹底を図っ
ている。リスクマネジ
メントを考えたケアに
努め、問題が起きたら
直ちにミーティングを
開き、原因・対策につ
いて全員で取り組んで
いる。

研修会の案内は頻繁にあるそう
で、出来るだけ参加するように
している。参加方法も勤務時間
内で行っており、参加職員には
真剣に受講することとミーティ
ングでの複講を課している。ま
た禁止用語を使用しないこと
と、業務本位にならずに利用者
の気持ちに寄り添った支援を目
標としている。玄関の施錠につ
いては防犯上の観点から夜間の
みとし、日中は自由に出入りで
きる。

・管理者、介護従事者
共に研修の機会があれ
ば参加して周知徹底を
図っている。問題にな
るように感じた時は、
職員間でも注意し合え
る環境作りに努めてい
る。

・管理者・介護従事者
は研修の機会を活かし
周知徹底に努めてい
る。

・充分に理解されるよ
うに説明を行ってい
る。もしわからないこ
とや疑問に思われるこ
とがあれば気軽に尋ね
て頂けるように配慮し
ている。

　代表者及び全ての職員が「指定
地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでい
る

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

　契約の締結、解約又は改定等の
際は、利用者や家族等の不安や疑
問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反
映させている

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努め
ている



13 ○職員を育てる取組み

14 ○同業者との交流を通じた向上

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

17 ○初期対応の見極めと支援

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

・本人、家族の情報か
らニーズを探り、思い
を汲み取るようにして
いる。本人の不安や要
望を、細かな気づきか
ら本人を知り、信頼関
係を築くように努めて
いる。

・初期の段階から家族
とのコニュニケーショ
ンを大切にし、日々の
活動や生活の様子を見
ていただき信頼関係に
努めている。それに
よって家族が困ってい
ること、不安、要望を
汲み取るようにしてい
る。

・相談を受けた時、当
事業者だけでなく法人
全体のサービスや、そ
の他の介護サービスを
視野に入れて、本人に
必要とされるサービス
となるように初回面談
を行っている。

・縁あって同じ時間を
共有し、介護される役
（本人）と介護させて
いただく役（職員）に
なった訳で、お互いを
尊重しあう役割り関係
で成り立っている。

・介護される本人を真
ん中に、職員と家族が
協働して本人を支えて
いる気持ち、家族にし
かできないこと、職員
ができること、それぞ
れの立場を十分生かし
て、チームとして支援
している。

・郡内の研修会に定期
的に参加しており同業
者同士の意見交換、情
報交換、相互訪問を積
極的に行っている。自
施設にも取り入れサー
ビスの質の向上に繋げ
ている。

・定期的に法人内での
研修実施し、外部研修
への参加も促してい
る。月1回のミーティン
グで自ら勉強会を開
催、他人に伝えること
で自身の成長に繋がっ
ている。

　職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

　代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをして
いる

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている

　職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている



20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

21 ○利用者同士の関係の支援

22 ○関係を断ち切らない取組み

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

24 ○これまでの暮らしの把握

25 ○暮らしの現状の把握

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタ

　リング

・本人・家族との会話
の中から、これまでの
暮らしぶりや習慣、好
きな事、嫌いな事など
の情報収集行い、安心
に繋げるように努めて
いる。

・日常生活の中で、で
きることや本人の好き
なことを把握して、ケ
アに反映している。野
菜・花を植えるなど土
いじりが好きな方と花
壇に苗を植えるなど。

・月1回はスタッフでモ
ニタリング行い、状態
を把握している。日頃
から本人・家族・必要
な関係者と話し合い現
状に即した介護計画を
作成している。

「足手荒神さん」の大祭の時に
は、毎回友人の訪問がある利用
者さんもおれら、その際にはお
茶やお菓子を出して歓迎してい
る。また馴染みの床屋に行き、
その序でに姉妹宅を訪問してこ
られる利用者さんもおられると
の事で、送迎の支援を行ってい
る。現在事業所では、その人の
好きな事を月に1回行おうと目標
を立てて、取り組んでいる。

・テーブル座席の位置
に気を配り、それぞれ
がストレスに感じない
ように、時には職員が
間に入り、利用者間が
気持ちよく過ごせるよ
うな支援に努めてい
る。

・入院や死亡の際はこ
れまでの関係性を大切
に思い、必要に応じて
伺うようにしている。
利用が終了しても後悔
しない様、その時でき
る精一杯のことを行っ
ている。

・入居され時間が経つ
毎に本人のこだわりの
生活が見え、それを尊
重するようにしてい
る。職員が情報を共有
して本人の思いに沿っ
た生活ができるように
支援するように努めて
いる。

利用者にしっかり寄り添う中
で、初めて見えてくることがあ
る。例えば、服薬ひとつにして
もこだわりがあったり、こう
言ったけど実際は違うんじゃな
いかなあ・・・等良く聞いてみ
ると本音が見えてくることがあ
る。出来るだけ、本人の思いに
沿った支援が実現できる様取り
組んでいる。

会話が困難で、思いや
意向の把握が難しい場
合でも、思い込みや分
かったつもりになら
ず、本人はどうかとい
う視点で話し合いをし
てみてはいかがです
か。

・昔から馴染んでいる
「足手荒神さん」への
参拝や、散歩の際には
地域の方から声掛けが
あったりする。表札や
家並みや変わらない道
路などで昔の記憶が甦
り、昔話に花が咲く。
散歩に出ることで馴染
みの人や場所との関係
が続くように努めてい
る。

　本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

　本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディア
を反映し、現状に即した介護計画
を作成している

　一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

　一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
めている

　一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

介護計画は、管理者が主体と
なって作成しており、家族の面
会時等を利用して要望の聞き取
りや話し合いを行っている。必
要な場合には、ＰＴやＯＴにも
意見を聞いている。また、毎月
のモニタリングを実施してお
り、利用者の現状把握と職員間
の共有に取り組んでいる。



27 ○個別の記録と実践への反映

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の

　多機能化

29 ○地域資源との協働

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

31 ○看護職員との協働

32 ○入退院時の医療機関との協働

・協力病院の看護師と
はいつでも気軽に相談
ができ、必要なアドバ
イスもあり早期の対応
に気を付けている。必
要時は看護師の顔を見
るだけで安心の表情と
なり、散歩がてらに病
院へ出掛け、安心に繋
げている。

・利用者の状態変化に
気付き、入院しても安
心した治療ができ、退
院後の生活が安定した
ものとなるように病院
関係者との情報交換や
相談に努めている。
又、そうした場合に備
えて関係作りに備えて
いる。

・日頃の様子や気付い
た事は、ケース記録や
申し送りノートに記入
し、情報の共有に努め
ている。様子を見なが
ら、現状に合った介護
計画の見直しに努めて
いる。

・本来の家族の希望・
その時の本人の状態を
考え合わせ、法人内の
事業所、又は他の事業
所と協力してサービス
提供にあたっている。

・近所の方が、畑で採
れた野菜を差し入れさ
れたり、遊びに来られ
たりする。馴染の関係
を継続しながら、地域
の一員として安心した
暮らしを続けることが
できる。

・受診は本人・家族の
希望を確認しながら支
援している。家族の受
診協力を頂いていると
ころは、病状をDr宛の
手紙、又は口頭にて伝
えてもらっている。認
知症専門医受診は6名で
ある。

　利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努
めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

　受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるよ
うに支援している

　介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職場
内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切
な受診や看護を受けられるように
支援している

　日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に記
入し、職員間で情報を共有しなが
ら実践や介護計画の見直しに活か
している

　本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既存
のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる

　一人ひとりの暮らしを支えてい
る地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう
支援している

基本的には、本人・家族が希望
するかかりつけ医の受診を支援
している。事業所の場合、母体
が医療機関ということもあり、
緊急時の対応や家族の安心感か
ら、ほとんどの利用者が協力医
をかかりつけ医としている。専
門医受診等で家族が付き添う場
合は、日頃の状態のメモや口頭
で伝え、適切な医療行為が受け
られるよう支援している。



33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有

　と支援

34 ○急変や事故発生時の備え

35 13 ○災害対策

Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバ

　シーの確保

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

38 ○日々のその人らしい暮らし

災害の発生に対して、
利用者の確実な避難誘
導が求められていま
す。日頃の訓練の重要
性を再認識し、地域の
協力体制づくりに、更
に取り組んで欲しいと
思います。

・地域内の職員も多
く、個人情報とプライ
バシーの一つ一つが不
本意に漏れたりしない
ように気を付けてい
る。職員と家族は顔見
知りも多く、その言葉
使い一つにも節度を
持って接するように日
頃から意識している。

接遇についての勉強会を行って
おり、失礼のない言葉使いや誠
実な態度での対応を心掛けるよ
うにしている。また事業所の場
合、地域内の職員が多いことか
ら、個人情報の漏えいやプライ
バシーの確保には、特に気をつ
けている。

・「自己決定できる」
に重点をおき、本人の
思いを推察し、選べる
雰囲気に持っていく。
○か×で簡単に選ぶ
等、会話の中で「自分
で決める」ことにこだ
わっていく。

・起床、就寝、食事時
間などその人のペース
を尊重しできないこと
を手伝うようにしてい
る。職員は余裕の気持
ちで対応し、家族にも
情報収集し、希望に沿
うように努めている。

・日頃から急変時の対
応を意識し、その時に
は慌てず対応できるよ
うにマニュアルを作っ
ておく。勉強会におい
ても定期的に行い実践
力を身に着けている。

・年2回火災・避難訓練
を実施しており、日頃
から安全についての意
識付けを行っている。
運営推進会議にて参加
の声掛け行い、近隣の
方の参加がある。火災
に対し、火を出さない
予防意識と、有事の際
は落ち着いて行動する
ように促している。

利用者も参加した避難訓練を年
に2回実施しており、その内1回
は消防署指導のもと行ってい
る。消防設備業者については、2
回とも参加してもらっている。
近隣の協力体制づくりについて
は、運営推進会議で声掛けを
行っており、近隣の方と民生委
員の協力が得られている。災害
への備えについては、食料の備
蓄は行っているが、防寒対策に
ついては現段階では行っていな
い。

・年齢や本人の状態、
本来の性格、生活の様
子から終末期のあり
方、家族の意向等を確
認するようにしてい
る。家族との信頼関係
を築いた上で、事業所
としてできる事を十分
に話し合い、納得をい
ただき方針を共有し、
医療、看護、介護等関
係者がチームとなり支
援している。

重度化に向けた取り組みとして
利用者の状態を見ながら、必要
な場合には家族に来てもらい、
事業所として何が出来るか等を
十分に話し合い、今後の対応を
検討するようにしている。看取
りについては実績はなく、今後
についても現状では未定とのこ
とである。

　日常生活の中で本人が思いや希
望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支
援している

　重度化した場合や終末期のあり
方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでい
る

　利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

　火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築い
ている

　一人ひとりの人格を尊重し、誇
りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている



39 ○身だしなみやおしゃれの支援

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

42 ○口腔内の清潔保持

43 16 ○排泄の自立支援

44 ○便秘の予防と対応

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

・食事、運動、水分、
ヨーグルト、毎朝の牛
乳、食物繊維を多くと
る等に気を付けて、な
るべく薬に頼らないよ
う心掛けている。必要
な時は下剤使用してい
るがこまめにその変化
に注意している。

・週に2.3回の入浴を
行っている。清潔保持
の為と楽しみな部分と
その方に合った対応を
行っている。しょうぶ
湯、ゆず湯、入浴剤な
ど時々行い、楽しんで
いただいている。

利用者の特徴や好みを知った上
で支援することがとても大事だ
との事である。事業所の場合、
入浴を拒否される方も、同性で
ないとダメと言われる方もおら
れないようである。しょうぶ湯
やゆず湯、また入浴剤の使用な
どがとても喜ばれているようで
ある。

・服は基本的に本人に
決めていただくが、選
択しやすいように提案
している。

・買い物に一緒に行っ
て、食べたいものを選
んでもらい希望に沿っ
た調理をしたり、一緒
に買い出しに行った
り、野菜の皮をむいた
りできる手伝いはして
頂いている。

・一人一人に合わせた
食事形態、食事量栄養
バランスに気を付けて
支援している。水分摂
取については偏らない
よう、甘すぎないよう
注意しながら楽しんで
頂いている。

・起床時はうがい、毎
食後の口腔ケアは徹底
しており一人一人の力
に合わせて行ってい
る。

・トイレでの排泄を多
くする為なるべくトイ
レへ誘導している。認
知症の進行や内服状況
から推察して、その表
情などに気を付け、パ
ターンを知ることで、
失禁による不快感、経
済的負担を軽減してい
る。

今現在、ほぼ自立している方が3
名、その他の方は一部介助や全
介助での排泄を支援している。
声掛けのタイミングとしては時
間によるものが多いようである
が、薬の影響を考慮したり、態
度や表情などひとりひとりのパ
ターンを知った上で支援するこ
とで、失禁の対策や経済的な負
担軽減に繋げている。

　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた
入浴の支援をしている

　食べる量や栄養バランス、水分
量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

　口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

　排泄の失敗やおむつの使用を減
らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

食事の準備や片づけの出来る利
用者は、徐々に少なくなってき
ており、買い物に一緒に行ける
方や野菜の皮むき等が出来る方
は現在1名程度となっている。食
事形態では、全介助の方が1名
で、見守りが必要な方が1名程度
となっている。その他は、おか
ずを刻みにしたり、ご飯をおか
ゆにしたりと、その人の能力に
合わせた個別対応を行ってい
る。



46 ○安眠や休息の支援

47 ○服薬支援

48 ○役割、楽しみごとの支援

49 18 ○日常的な外出支援

50 ○お金の所持や使うことの支援

51 ○電話や手紙の支援

・自分にできる事、手
伝い.をスタッフと一緒
に行う。気分転換の為
に好きな買い物に出か
ける、を定期的に行
う、等の支援を行って
いる。

・その日の天気、体調
に応じ積極的に外へ出
かけるようにしてい
る。散歩を兼ねた買い
物や行事での外出時
は、家族の応援が必要
で声掛け一緒に出掛け
ている。自由に外へ出
たい方には地域の見守
りは欠かせず、協力を
頂いている。

事業所は、緑に囲まれた足手荒
神さんに隣接しており、いつで
も行き来できる恵まれた環境に
ある。その為、天気の良い日に
は体調を見ながら、日常的に外
出支援を行っている。また、買
い物や行事で外出する際には、
家族に応援をお願いしている。
家族も協力的のようである。

・玄関先に自動販売機
があり、好きなコーラ
を1日1本買うことが楽
しみな方がいる。定期
的に買い物に出かけ、
自分の好きな物にお金
を払う、に付き添って
いる。お小遣いを家族
に理解してもらってい
る。

・電話の使用は可能で
ある。誕生日のプレゼ
ントや差し入れの贈り
物など、届いたらお礼
の電話に付き添い、手
紙を書く手伝いを行っ
ている。

・夜間良眠に繋げるた
めにはどうしたらいい
か、日中の過ごし方を
含め情報の共有に努め
ている。自宅で愛用し
ていた寝具を持参して
もらったり、本人の生
活習慣を考えた支援を
している。

・病気の理解と処方さ
れている薬をスタッフ
自身が勉強して状態変
化の有無を観察してい
る。変化があり本人に
とって困ることがあれ
ば、記録してDr、Nsの
報告・相談し情報の共
有をしている。

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援して
いる

　家族や大切な人に本人自らが電
話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援をしている

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

　一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

　張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援を
している

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々
と協力しながら出かけられるよう
に支援している



52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

53 ○共用空間における一人ひとりの居
　場所づくり

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な

　環境づくり

・利用者同士の相性も
考え淋しい思いになら
ないように、配慮して
過ごしてもらってい
る。また自由に居室と
ホールを行ったり来た
りして過ごされてい
る。

・玄関には家族持参の
季節の花があり、昔本
人が育てていた花との
こと。匂いにもアロマ
を使うこともあり不快
に思われないように配
慮している。共有ス
ペースの居間は南側に
面して、日光浴に喜ば
れる。花壇には地域の
方が花植えをして下さ
り交流している。

利用者の皆さんが集われるホー
ルは南向きに設計されており、
しかも遮るものがない為、日当
たりが良く、穏やかな空間と
なっている。また室内環境にも
配慮しており、除菌噴霧器を設
置し、感染予防や健康管理に努
めている。玄関、廊下、水廻り
等、清掃が行き届いており、異
臭などについては全く感じられ
なかった。

・名札があって居室を
確認している方、なく
ても方向や内部の様子
で自室がわかる方、を
見極め安全に自立した
生活を支援している。

　共用の空間（玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫してい
る

・使い慣れた寝具、写
真や家具を持ち込み、
安心して居心地の良い
お部屋となるような環
境つくりに努めていま
す。

居室の基本的な設備は、ベッド
と空調機器となっており、寝具
や収納家具、その他調度品など
については持ち込む必要があ
る。そこで事業所としては、新
調することなく今まで使用して
きた馴染みな物を持参してもら
う様勧めている。また、壁面に
家族写真等を貼って、部屋作り
をすることも可能となってい
る。



Ⅴ　アウトカム項目

1，ほぼ全ての利用者の
2，利用者の2/3くらいの
3．利用者の1/3くらいの
4．ほとんど掴んでいない
1，毎日ある
2，数日に1回程度ある
3．たまにある
4．ほとんどない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての家族と
2，家族の2/3くらいと
3．家族の1/3くらいと
4．ほとんどできていない
1，ほぼ毎日のように
2，数日に1回程度ある
3．たまに
4．ほとんどない
1，大いに増えている
2，少しずつ増えている
3．あまり増えていない
4．全くいない
1，ほぼ全ての職員が
2，職員の2/3くらいが
3．職員の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての家族等が
2，家族等の2/3くらいが
3．家族等の1/3くらいが
4．ほとんどいない

利用者は、職員が支援することで生き生きとした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の
人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な区
過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な
支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

59

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおお
むね満足していると思う。

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている。
（参考項目：9,10,19）

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足
していると思う。

65

64

56

62

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者
とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所の
理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

66

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を
掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

57
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面があ
る。
（参考項目：18,38）

58

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○


